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第一部【企業情報】 

第１【企業の概況】 

１【主要な経営指標等の推移】 

 （注）１．当行及び国内連結子会社の消費税及び地方消費税の会計処理は、税抜方式によっております。 

２．１株当たり情報の算定上の基礎は、「第５ 経理の状況」中、「１ 四半期連結財務諸表」の「１株当たり

情報」に記載しております。 

３．「潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額」及び「潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額」につい

ては、潜在株式がないので記載しておりません。 

  

平成20年度 
第１四半期連結
累計(会計)期間

平成19年度 

(自 平成20年 
４月１日 

至 平成20年 
６月30日)

(自 平成19年 
４月１日 

至 平成20年 
３月31日)

経常収益 百万円 4,357 18,239 

経常利益 百万円 138 1,674 

四半期純利益 百万円 116 ―― 

当期純利益 百万円 ―― 1,031 

純資産額 百万円 23,669 23,753 

総資産額 百万円 654,320 650,285 

１株当たり純資産額 円 228.07 228.11 

１株当たり四半期純利益

金額 
円 1.22 ―― 

１株当たり当期純利益金

額 
円 ―― 10.86 

潜在株式調整後１株当た

り四半期純利益金額 
円 － ―― 

潜在株式調整後１株当た

り当期純利益金額 
円 ―― － 

自己資本比率 ％ 3.30 3.32 

営業活動による 

キャッシュ・フロー 
百万円 12,018 13,780 

投資活動による 

キャッシュ・フロー 
百万円 △13,022 △15,075 

財務活動による 

キャッシュ・フロー 
百万円 △242 1,515 

現金及び現金同等物の四

半期末（期末）残高 
百万円 15,365 16,604 

従業員数 人 662 634 
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２【事業の内容】 

 当第１四半期連結会計期間において、当行グループ（当行及び当行の関係会社）が営む事業の内容については、重

要な変更はありません。また、主要な関係会社についても、異動はありません。 

３【関係会社の状況】 

 当第１四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。 

４【従業員の状況】 

(1）連結会社における従業員数 

 （注）１．従業員数は、嘱託及び臨時従業員262人を含んでおりません。 

２．臨時従業員数は、［ ］内に当第１四半期連結会計期間の平均人員を外書きで記載しております。 

(2）当行の従業員数 

 （注）１．従業員数は、嘱託及び臨時従業員255人を含んでおりません。 

 なお、取締役を兼任しない執行役員６人を含んでおります。 

２．臨時従業員数は、［ ］内に当第１四半期会計期間の平均人員を外書きで記載しております。 

平成20年６月30日現在

従業員数（人） 
662 

[261] 

平成20年６月30日現在

従業員数（人） 
579 

[254] 
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第２【事業の状況】 

１【生産、受注及び販売の状況】 

 「生産、受注及び販売の状況」は、銀行業における業務の特殊性のため、該当する情報がないので記載しておりま

せん。 

２【経営上の重要な契約等】 

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。 
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３【財政状態及び経営成績の分析】 

(1）業績の状況 

当第１四半期連結会計期間における岩手県内の経済をみますと、高騰した原油・原材料価格の高止まりが製造業

を中心とした県内企業の経営を圧迫し、また物価上昇等を背景に個人消費も依然として盛り上がりに欠けるなど、

県内景気は引き続き弱い動きで推移しております。これらの影響等により、当行の主要な取引先であります県内中

小企業等においても、企業収益の悪化から倒産や廃業する企業も一部で発生しております。また、サブプライムロ

ーンの影響による証券市場の低迷から投資信託等の販売も鈍化しており、関連する手数料収入も前年同四半期を下

回るなど、厳しい経営環境となりました。 

① 国内・国際業務部門別収支 

当第１四半期連結会計期間の資金運用収支、役務取引等収支及びその他業務収支の合計額（業務粗利益）は、

国内業務部門30億３百万円、国際業務部門56百万円であり、合計では30億59百万円となりました。 

資金運用収益の主なものは、国内業務部門では貸出金利息28億９百万円、有価証券利息配当金３億13百万円な

どです。国際業務部門では有価証券利息配当金74百万円などです。また、資金調達費用の主なものは、国内業務

部門では預金利息４億81百万円、借用金利息33百万円などです。国際業務部門では預金利息１百万円などです。

役務取引等収支は、内国為替手数料や投資信託等の預り資産販売に係る手数料を中心として、国内業務部門に

よる収支がほぼ全額を占めており、合計で３億11百万円となりました。 

その他業務収支は、国内業務においては連結子会社の業務に係る収支が多くを占めており、２百万円となりま

した。国際業務においては外国為替の売買等により３百万円となり、合計で５百万円となりました。 

 （注）１．国内業務部門は当行及び連結子会社の円建取引、国際業務部門は当行及び連結子会社の外貨建取引でありま

す。ただし、円建対非居住者取引等は国際業務部門に含めております。 

２．資金運用収益及び資金調達費用の合計欄の上段の計数は、国内業務部門と国際業務部門の間の資金貸借の利

息であります。 

種類 期別 
国内業務部門 国際業務部門 合計 

金額（百万円） 金額（百万円） 金額（百万円） 

資金運用収支 
前第１四半期連結会計期間 ―― ―― ―― 

当第１四半期連結会計期間 2,689 52 2,742 

うち資金運用収益 

前第１四半期連結会計期間 ―― ―― ―― 

当第１四半期連結会計期間 3,217 75 
21 

3,271 

うち資金調達費用 

前第１四半期連結会計期間 ―― ―― ―― 

当第１四半期連結会計期間 527 23 
21 

528 

役務取引等収支 
前第１四半期連結会計期間 ―― ―― ―― 

当第１四半期連結会計期間 311 0 311 

うち役務取引等収益 
前第１四半期連結会計期間 ―― ―― ―― 

当第１四半期連結会計期間 545 1 547 

うち役務取引等費用 
前第１四半期連結会計期間 ―― ―― ―― 

当第１四半期連結会計期間 234 1 235 

その他業務収支 
前第１四半期連結会計期間 ―― ―― ―― 

当第１四半期連結会計期間 2 3 5 

うちその他業務収益 
前第１四半期連結会計期間 ―― ―― ―― 

当第１四半期連結会計期間 463 3 466 

うちその他業務費用 
前第１四半期連結会計期間 ―― ―― ―― 

当第１四半期連結会計期間 460 － 460 
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② 国内・国際業務部門別役務取引の状況 

当第１四半期連結会計期間の役務取引等収益は、国内業務部門５億45百万円、国際業務部門１百万円、合計で

５億47百万円となりました。 

一方、役務取引等費用は、国内業務部門２億34百万円、国際業務部門１百万円、合計で２億35百万円となりま

した。国際業務部門の役務取引等収支は０百万円となっており、国内業務部門の役務取引等収支がほぼ全額を占

めております。 

 （注） 国内業務部門は当行及び連結子会社の円建取引、国際業務部門は当行及び連結子会社の外貨建取引でありま

す。ただし、円建対非居住者取引等は国際業務部門に含めております。 

種類 期別 
国内業務部門 国際業務部門 合計 

金額（百万円） 金額（百万円） 金額（百万円） 

役務取引等収益 
前第１四半期連結会計期間 ―― ―― ―― 

当第１四半期連結会計期間 545 1 547 

うち預金・貸出業務 
前第１四半期連結会計期間 ―― ―― ―― 

当第１四半期連結会計期間 78 － 78 

うち為替業務 
前第１四半期連結会計期間 ―― ―― ―― 

当第１四半期連結会計期間 176 1 177 

うち証券関連業務 
前第１四半期連結会計期間 ―― ―― ―― 

当第１四半期連結会計期間 45 － 45 

うち代理業務 
前第１四半期連結会計期間 ―― ―― ―― 

当第１四半期連結会計期間 92 － 92 

うち保護預り・貸金庫業務 
前第１四半期連結会計期間 ―― ―― ―― 

当第１四半期連結会計期間 9 － 9 

うち保証業務 
前第１四半期連結会計期間 ―― ―― ―― 

当第１四半期連結会計期間 41 － 41 

役務取引等費用 
前第１四半期連結会計期間 ―― ―― ―― 

当第１四半期連結会計期間 234 1 235 

うち為替業務 
前第１四半期連結会計期間 ―― ―― ―― 

当第１四半期連結会計期間 31 1 32 
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③ 国内・国際業務部門別預金残高の状況 

○ 預金の種類別残高（末残） 

 （注）１．流動性預金＝当座預金＋普通預金＋貯蓄預金＋通知預金 

２．定期性預金＝定期預金＋定期積金 

３．国内業務部門は当行及び連結子会社の円建取引、国際業務部門は当行及び連結子会社の外貨建取引でありま

す。ただし、円建対非居住者取引等は国際業務部門に含めております。 

種類 期別 
国内業務部門 国際業務部門 合計 

金額（百万円） 金額（百万円） 金額（百万円） 

預金合計 
前第１四半期連結会計期間 ―― ―― ―― 

当第１四半期連結会計期間 601,878 261 602,140 

うち流動性預金 
前第１四半期連結会計期間 ―― ―― ―― 

当第１四半期連結会計期間 232,676 － 232,676 

うち定期性預金 
前第１四半期連結会計期間 ―― ―― ―― 

当第１四半期連結会計期間 363,651 － 363,651 

うちその他 
前第１四半期連結会計期間 ―― ―― ―― 

当第１四半期連結会計期間 5,551 261 5,812 

譲渡性預金 
前第１四半期連結会計期間 ―― ―― ―― 

当第１四半期連結会計期間 6,685 － 6,685 

総合計 
前第１四半期連結会計期間 ―― ―― ―― 

当第１四半期連結会計期間 608,564 261 608,825 
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④ 国内・海外別貸出金残高の状況 

○ 業種別貸出状況（残高・構成比） 

 （注）「国内」とは、当行及び連結子会社であります。 

(2）キャッシュ・フローの状況 

当第１四半期連結会計期間における営業活動によるキャッシュ・フローは、貸出金の減少や譲渡性預金の増加等

のキャッシュ・フローの増加要因がコールローンの増加等の減少要因を上回ったことにより、120億18百万円の収

入となりました。 

投資活動によるキャッシュ・フローは、有価証券の取得による支出及び有形固定資産の取得による支出が有価証

券の売却及び償還による収入を上回ったことにより、130億22百万円の支出となりました。 

財務活動によるキャッシュ・フローは、配当金の支払い等により２億42百万円の支出となりました。 

以上の結果、当第１四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物の残高は、153億65百万円となりまし

た。 

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題 

当第１四半期連結会計期間において、当行グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。 

(4）研究開発活動 

該当事項はありません。 

業種別 
平成20年６月30日 

貸出金残高(百万円) 構成比（％） 

国内（除く特別国際金融取引勘定分） 435,440 100.00 

製造業 40,067 9.20 

農業 2,337 0.54 

林業 198 0.04 

漁業 689 0.16 

鉱業 730 0.17 

建設業 38,825 8.91 

電気・ガス・熱供給・水道業 4,317 0.99 

情報通信業 1,836 0.42 

運輸業 8,095 1.86 

卸売・小売業 51,079 11.73 

金融・保険業 23,988 5.51 

不動産業 51,810 11.90 

各種サービス業 62,053 14.25 

地方公共団体 33,775 7.76 

その他 115,641 26.56 

海外及び特別国際金融取引勘定分 － － 

政府等 － － 

金融機関 － － 

その他 － － 

合計 435,440 ―― 
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第３【設備の状況】 
（１）主要な設備の状況 

 当第１四半期連結会計期間中に完成した新築、増改築等は次のとおりであります。 

銀行業務 

（２）設備の新設、除却等の計画 

 前連結会計年度末において計画中であった重要な設備の新設、増改築等のうち、当第１四半期連結会計期間

中に重要な変更のあったものは次のとおりであります。 

銀行業務 

（注）前連結会計年度末において仮称としておりました「古川第２店舗」の名称が正式に決定したことによるもの

であります。 

  会社名 店舗名その他 所在地 設備の内容 
敷地面積 
（㎡） 

建物延面積 
（㎡） 

完了年月 

当行 ―― 山目支店 岩手県一関市 店舗 1,225.33 464.41 平成20年５月

  会社名 
店舗名 
その他 

所在地 設備の内容 変更の内容 

当行 ―― 南古川支店 宮城県大崎市 店舗 
店舗名の決定

（注） 
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第４【提出会社の状況】 

１【株式等の状況】 

（１）【株式の総数等】 

①【株式の総数】 

②【発行済株式】 

（２）【新株予約権等の状況】 

該当事項なし 

（３）【ライツプランの内容】 

該当事項なし 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】 

（５）【大株主の状況】 

 大量保有報告書等の写しの送付等がなく、当第１四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりませ

ん。 

種類 発行可能株式総数（株） 

普通株式 150,000,000 

計 150,000,000 

種類 
第１四半期会計期間末現
在発行数（株） 
（平成20年６月30日） 

提出日現在発行数（株） 
（平成20年８月12日） 

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名 

内容 

普通株式 95,099,631 同左 
東京証券取引所 

市場第一部 

権利内容に何ら

限定のない当行

における標準と

なる株式 

計 95,099,631 同左 － － 

年月日 
発行済株式総
数増減数 
（千株） 

発行済株式総
数残高 
（千株） 

資本金増減額
（千円） 

資本金残高 
（千円） 

資本準備金増
減額（千円） 

資本準備金残
高（千円） 

平成20年４月１日～ 

平成20年６月30日 
－ 95,099 － 8,233,283 － 6,154,754 
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（６）【議決権の状況】 

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成20年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。 

①【発行済株式】 

 （注）１．上記の「完全議決権株式（その他）」の欄には、株式会社証券保管振替機構名義の株式が５千株含まれてお

ります。 

また、「議決権の数」の欄に、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数が５個含まれております。 

２．「単元未満株式」欄の普通株式には、当行所有の自己株式802株が含まれております。 

②【自己株式等】 

 （注）平成20年６月30日現在の「所有株式数の合計」は、241,000株となっております。 

２【株価の推移】 

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】 

 （注）最高・最低株価は東京証券取引所市場第一部におけるものであります。 

３【役員の状況】 

前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。 

平成20年６月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容 

無議決権株式 － － － 

議決権制限株式（自己株式等） － － － 

議決権制限株式（その他） － － － 

完全議決権株式（自己株式等） 
（自己保有株式） 

普通株式     234,000 
－ 

権利内容に何ら限定の

ない当行における標準

となる株式 

完全議決権株式（その他） 普通株式  93,704,000 93,704 同上 

単元未満株式 普通株式   1,161,631 － 
１単元（1,000株）未満

の株式 

発行済株式総数 95,099,631 － － 

総株主の議決権 － 93,704 － 

平成20年６月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所 
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株） 

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％） 

（自己保有株式） 

株式会社東北銀行 
盛岡市内丸３番１号 234,000 － 234,000 0.24 

計 ―― 234,000 － 234,000 0.24 

月別 
平成20年 
４月 

５月 ６月 

最高（円） 180 187 180 

最低（円） 167 171 172 
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第５【経理の状況】 
１．当行の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しておりますが、資産及び負債の分類並びに

収益及び費用の分類は、「銀行法施行規則」（昭和57年大蔵省令第10号）に準拠しております。 

２．当第１四半期連結累計期間（自平成20年４月１日 至平成20年６月30日）は、四半期連結財務諸表の作成初年度で

あるため、前第１四半期連結累計期間との対比は行っておりません。 

３．当第１四半期連結累計期間（自平成20年４月１日 至平成20年６月30日）の四半期連結財務諸表は金融商品取引法

第193条の２第１項の規定に基づき、北光監査法人の四半期レビューを受けております。 
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１【四半期連結財務諸表】 
（１）【四半期連結貸借対照表】 

（単位：百万円）

当第１四半期連結会計期間末
（平成20年６月30日） 

前連結会計年度末に係る要約
連結貸借対照表 

（平成20年３月31日） 

資産の部   

現金預け金 26,147 27,852

コールローン及び買入手形 26,400 24,300

買入金銭債権 0 0

有価証券 ※2  138,493 ※2  125,859

貸出金 ※1  435,440 ※1  444,588

外国為替 345 286

その他資産 5,782 5,006

有形固定資産 ※3  12,037 ※3  11,891

無形固定資産 304 339

繰延税金資産 7,103 7,126

支払承諾見返 8,009 8,321

貸倒引当金 △5,742 △5,286

資産の部合計 654,320 650,285

負債の部   

預金 602,140 604,465

譲渡性預金 6,685 －

借用金 4,307 4,370

社債 1,200 1,200

その他負債 4,551 4,263

退職給付引当金 2,397 2,408

役員退職慰労引当金 11 160

睡眠預金払出損失引当金 9 9

偶発損失引当金 38 25

ポイント引当金 18 17

利息返還損失引当金 1 7

再評価に係る繰延税金負債 1,281 1,281

支払承諾 8,009 8,321

負債の部合計 630,651 626,532

純資産の部   

資本金 8,233 8,233

資本剰余金 6,162 6,162

利益剰余金 8,706 8,827

自己株式 △54 △53

株主資本合計 23,047 23,169

その他有価証券評価差額金 △3,081 △3,196

繰延ヘッジ損益 － △0

土地再評価差額金 1,668 1,668

評価・換算差額等合計 △1,412 △1,528

少数株主持分 2,035 2,112

純資産の部合計 23,669 23,753

負債及び純資産の部合計 654,320 650,285
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（２）【四半期連結損益計算書】 
【第１四半期連結累計期間】 

（単位：百万円）

当第１四半期連結累計期間 
（自 平成20年４月１日 

 至 平成20年６月30日） 

経常収益 4,357

資金運用収益 3,271

（うち貸出金利息） 2,809

（うち有価証券利息配当金） 388

役務取引等収益 547

その他業務収益 466

その他経常収益 71

経常費用 4,218

資金調達費用 528

（うち預金利息） 482

役務取引等費用 235

その他業務費用 460

営業経費 2,483

その他経常費用 509

貸倒引当金繰入額 481

その他の経常費用 27

経常利益 138

特別利益 22

特別損失 13

税金等調整前四半期純利益 147

法人税、住民税及び事業税 163

法人税等調整額 △58

少数株主損失（△） △74

四半期純利益 116
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】 

（単位：百万円）

当第１四半期連結累計期間 
（自 平成20年４月１日 
 至 平成20年６月30日） 

営業活動によるキャッシュ・フロー  

税金等調整前四半期純利益 147

減価償却費 444

貸倒引当金の増減（△） 455

資金運用収益 △3,271

資金調達費用 528

貸出金の純増（△）減 9,147

預金の純増減（△） △2,325

譲渡性預金の純増減（△） 6,685

借用金（劣後特約付借入金を除く）の純増減
（△）

△63

預け金（日銀預け金を除く）の純増（△）減 466

コールローン等の純増（△）減 △2,100

資金運用による収入 3,203

資金調達による支出 △823

法人税等の支払額 △356

その他 △120

営業活動によるキャッシュ・フロー 12,018

投資活動によるキャッシュ・フロー  

有価証券の取得による支出 △13,564

有価証券の売却による収入 529

有価証券の償還による収入 610

有形固定資産の取得による支出 △608

その他 10

投資活動によるキャッシュ・フロー △13,022

財務活動によるキャッシュ・フロー  

配当金の支払額 △237

少数株主への配当金の支払額 △3

その他 △1

財務活動によるキャッシュ・フロー △242

現金及び現金同等物に係る換算差額 7

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,239

現金及び現金同等物の期首残高 16,604

現金及び現金同等物の四半期末残高 15,365
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】 

  当第１四半期連結会計期間（自 平成20年４月１日 至 平成20年６月30日） 

  該当事項なし 

【簡便な会計処理】 

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】 

  当第１四半期連結会計期間（自 平成20年４月１日 至 平成20年６月30日） 

   該当事項なし 

【追加情報】 

  
当第１四半期連結会計期間 
（自 平成20年４月１日 
至 平成20年６月30日） 

１．減価償却費の算定方法  定率法を採用している有形固定資産につ

いては、年度に係る減価償却費の額を期間

按分する方法により算定しております。 

２．貸倒引当金の計上方法  「破綻先」、「実質破綻先」に係る債権

等及び「破綻懸念先」で個別の予想損失額

を引き当てている債権等以外の債権に対す

る貸倒引当金につきましては、平成20年３

月期の予想損失率を適用して計上しており

ます。 

３．税金費用の計算  法人税等につきましては、年度決算と同

様の方法により計算しておりますが、納付

税額の算出に係る加減算項目及び税額控除

項目は、重要性の高い項目に限定して適用

しております。 

４. 繰延税金資産の回収可能

性の判断 

 繰延税金資産の回収可能性の判断につき

ましては、一時差異の発生状況について前

連結会計年度末から大幅な変動がないと認

められるため、同年度末の検討において使

用した将来の業績予測及びタックス・プラ

ンニングの結果を適用しております。 

当第１四半期連結会計期間 
（自 平成20年４月１日 
至 平成20年６月30日） 

（役員退職慰労引当金） 

当行は、役員の退職慰労金の支出に備えるため、役員退

職慰労金規定に基づく必要額を計上しておりましたが、平

成20年６月25日開催の第88期定時株主総会の決議により、

役員退職慰労金制度廃止に伴う打ち切り支給を実施いたし

ました。制度の廃止に伴い、役員退職慰労引当金を全額取

崩し、打ち切り支給額未払分151百万円についてはその他

負債に含めて表示しております。 

なお、連結子会社５社については、役員の退職慰労金の

支出に備えるため、役員退職慰労金規定に基づく当四半期

連結会計期間末における必要額を計上しております。 
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【注記事項】 

（四半期連結貸借対照表関係） 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係） 

当第１四半期連結会計期間末 
（平成20年６月30日） 

前連結会計年度末 
（平成20年３月31日） 

※１．貸出金のうち、リスク管理債権は以下のとおりであ

ります。 

※１．貸出金のうち、リスク管理債権は以下のとおりであ

ります。 

破綻先債権額 1,413百万円

延滞債権額 14,447百万円

３ヵ月以上延滞債権額 497百万円

貸出条件緩和債権額 4,406百万円

破綻先債権額 1,016百万円

延滞債権額 14,278百万円

３ヵ月以上延滞債権額 376百万円

貸出条件緩和債権額 4,508百万円

 なお、上記債権額は、貸倒引当金控除前の金額であ

ります。 

 なお、上記債権額は、貸倒引当金控除前の金額であ

ります。 

※２．担保に供している資産 

 企業集団の事業の運営において重要なものであり、

前連結会計年度の末日に比べて著しい変動が認められ

るものは、次のとおりであります。 

※２．担保に供している資産 

  

有価証券 26,212百万円 有価証券 37,542百万円

 なお、為替決済、手形交換等の取引の担保とし

て差し入れている有価証券を含んでおります。 

 なお、為替決済、手形交換等の取引の担保とし

て差し入れている有価証券を含んでおります。 

※３．有形固定資産の減価償却累計額 17,863百万円 ※３．有形固定資産の減価償却累計額 17,945百万円

当第１四半期連結累計期間 
（自 平成20年４月１日 
至 平成20年６月30日） 

 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対

照表に掲記されている科目の金額との関係 

（単位：百万円）

平成20年６月30日現在 

現金預け金勘定 26,147

定期預け金 △10,096

その他の預け金 △684

現金及び現金同等物 15,365
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（株主資本等関係） 

当第１四半期連結会計期間末（平成20年６月30日）及び当第１四半期連結累計期間（自 平成20年４月１日 至 平

成20年６月30日） 

１．発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項 

２．新株予約権及び自己新株予約権に関する事項 

    該当事項なし 

  ３．配当に関する事項 

（単位：千株）

 当第１四半期連結会計期間末株式数 

発行済株式   

普通株式 95,099 

合計 95,099 

自己株式   

普通株式 241 

合計 241 

  
（決 議） 

株式の種類 
配当金の総額
（百万円） 

１株当たりの
金額（円） 

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成20年６月25日

定時株主総会 
普通株式 237 2.5 平成20年３月31日 平成20年６月26日 利益剰余金 
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（セグメント情報） 

【事業の種類別セグメント情報】 

当第１四半期連結累計期間（自 平成20年４月１日 至 平成20年６月30日） 

 （注）１．一般企業の売上高及び営業利益に代えて、それぞれ経常収益及び経常利益を記載しております。 

２．各事業の主な内容は次のとおりであります。 

（１）銀行業務・・・・銀行業、銀行事務代行業 

（２）リース業務・・・リース業 

（３）その他業務・・・クレジットカード業、信用保証業、ソフトウェアの開発及び販売業 

【所在地別セグメント情報】 

当第１四半期連結累計期間（自 平成20年４月１日 至 平成20年６月30日） 

当行は在外支店及び在外子会社を有していないため、所在地別セグメント情報の記載を省略しております。 

【国際業務経常収益】 

当第１四半期連結累計期間（自 平成20年４月１日 至 平成20年６月30日） 

国際業務経常収益が連結経常収益の10％未満のため、国際業務経常収益の記載を省略しております。 

  
銀行業務 

（百万円） 
リース業務 
（百万円） 

その他業務 
 （百万円） 

計 
（百万円） 

消去又は全社 
 （百万円） 

連結 
（百万円） 

経常収益             

(1）外部顧客に対する経常収

益 
3,715 445 195 4,357 － 4,357 

(2）セグメント間の内部経常

収益 
75 31 41 147 (147) － 

計 3,790 476 237 4,504 (147) 4,357 

経常利益（△は経常損失） 199 △24 △35 138 (0) 138 
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（１株当たり情報） 

１．１株当たり純資産額 

２．１株当たり四半期純利益金額等 

 （注）１．１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、次のとおりであります。 

２．なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式がないので記載しておりません。

２【その他】 

 該当事項なし 

  
当第１四半期連結会計期間末 

（平成20年６月30日） 
前連結会計年度末 

（平成20年３月31日） 

１株当たり純資産額 円 228.07 228.11 

  
当第１四半期連結累計期間 
（自 平成20年４月１日 
至 平成20年６月30日） 

１株当たり四半期純利益金額 円 1.22 

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 円 － 

    
当第１四半期連結累計期間 
（自 平成20年４月１日 
至 平成20年６月30日） 

  １株当たり四半期純利益金額     

  四半期純利益 百万円 116 

  普通株主に帰属しない金額 百万円 － 

  普通株式に係る四半期純利益 百万円 116 

  普通株式の期中平均株式数 千株 94,861 
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】 

該当事項なし 
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  独立監査人の四半期レビュー報告書  

平成20年８月９日

株式会社 東 北 銀 行 

取締役会 御中 

北 光 監 査 法 人 

 
代表社員
業務執行社員  

公認会計士 遠藤 明哲   印 

 
代表社員
業務執行社員  

公認会計士 新井田 信也  印 

 
代表社員
業務執行社員  

公認会計士 下田 栄行   印 

 当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社東北銀

行の平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成

20年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連

結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当

監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。 

 当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析

的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠

して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。 

 当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社東北銀行及び連結子会社の平成20年６月30日現在の財政状態

並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していない

と信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。 

  

 会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。 

以 上 

※１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告 

  書提出会社）が別途保管しております。 

 ※２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。 
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